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 第 1 章では、ギンイソイワシ性決定への水温影響を野生環境および飼育環境下で調査した。
2014 年から 2016 年にかけて千葉県館山市周辺でギンイソイワシ野生個体を捕獲した。捕獲した個体
は体長および体重測定後、生殖腺の組織学的解析ならびに Y 染色体上に存在する amhy 遺伝子の有無
を指標とした遺伝型性判別に供し、各年の雌雄比および性転換率を算出した。その結果、2014 年から
2016 年にかけて、遺伝型雌(XX)でありながら精巣を保持する性転換雄 (XX-雄) の割合は年々増加し
たのに対し、遺伝的雄でありながら卵巣を保持する性転換雌 (XY-雌) の割合は減少し、結果として
2014 年から 2016 年における雌雄比は段階的に雄に偏っていたことが明らかとなった。さらに、耳石
輪紋解析による推定孵化日と、調査地に設置した水温ロガーの情報をもとに、各個体が経験した水温





 第 2 章では、野生個体のより高精度の経験水温履歴推定法の確立を目指し、耳石微量元素と水
温の関係を調査した。ギンイソイワシ稚魚を 20、22、26℃の 3 温度区で一定期間飼育し、得られた個
体の頭部から耳石を摘出した。耳石の薄切切片を作成した後、EPMA 解析に供し、カルシウム(Ca)、
ストロンチウム(Sr)、カリウム(K)、およびナトリウム(Na)の元素濃度を測定した。その後、各微量元
素の Ca との濃度比 (Sr:Ca、K:Ca、Na:Ca)の平均値をそれぞれ算出し、各水温区間で比較検証を行っ
た。その結果、Sr:Ca 比の値は、22℃と 26℃区の間には有意な差は認められなかったものの、20℃区
は 22℃および 26℃区より低い値を示し、20℃区と両水温区との間には有意な差が認められた。一方、
K:Ca 比と Na:Ca 比では、水温間で差は認められなかった。以上より、ギンイソイワシの耳石 Sr:Ca 比
は高水温の影響を受け上昇し、20℃と 22℃以上の水温間では Sr:Ca 比により水温履歴を推定できる可
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